
東　京　理　科　大　学　報 第 1 6 6号

（年４回発行）

２
面　

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
が
文
科
省
事
業
の
機
関

　
　
　

に
／
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
／
平
成
18
年
度
決
算

３
面　

国
家
公
務
員
試
験
に
32
人
合
格
／
文
科
省
科
研
費

４
面　

図
書
館
利
用
法
ガ
イ
ド
／
大
学
院
選
抜
試
験
日
程

５
面　

創
立
125
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名
／
学
生
受
賞
一
覧

６
面　
「
理
大
・
人
」
／
山
口
・
諏
訪
理
大
の
ニ
ュ
ー
ス

（ 1 ） 2007年（平成19年）　７月９日（月）

研
究
室
の
学

生
に
理
系
に
来

た
理
由
を
聞
い

た
。
国
語
が
嫌

い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
れ
が

全
て
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
、
よ
く
聞
く
話
で
は

あ
る
。
自
分
に
も
思
い
当
た
る

こ
と
が
あ
る
。
▼
ま
ず
、
作
文

で
苦
労
し
た
。
例
え
ば
読
書
感

想
文
で
あ
る
。
感
じ
た
ま
ま
を

素
直
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
と

の
先
生
の
指
導
に
、
何
を
ど
う

や
っ
て
良
い
か
分
か
ら
ず
、
い

つ
も
途
方
に
暮
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
学
年
が
進
む
と
試
験
の
点

数
が
気
に
な
り
始
め
る
が
、
こ

こ
で
も
国
語
の
特
徴
に
戸
惑

う
。
正
解
は
い
つ
も
曖
昧
な
よ

う
に
思
え
た
。
結
局
は
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
の
問
題
な
の
か
、
国
語

は
論
理
的
に
読
み
解
く
も
の
で

は
な
く
、
作
者
の
意
見
に
共
感

し
な
け
れ
ば
駄
目
な
科
目
な
の

か
、
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
に
し
て
み
れ
ば
、
勿
論
誤
解

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
そ

の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
▼
こ

の
よ
う
に
し
て
来
た
理
系
で
あ

る
が
、
卒
業
し
て
仕
事
に
就
い

て
み
る
と
、
そ
の
実
務
は
文
章

作
成
に
明
け
暮
れ
る
も
の
だ
っ

た
。
打
ち
合
わ
せ
メ
モ
、
企
画

書
、
報
告
書
、
論
文
、
そ
し
て

特
許
。
様
々
な
文
書
の
作
成
が

仕
事
の
何
割
を
も
占
め
る
。
す

べ
て
自
分
の
考
え
を
他
人
に
伝

え
る
も
の
で
あ
り
、
作
成
に
は

そ
れ
な
り
の
労
力
が
求
め
ら
れ

る
。
理
系
人
間
は
、
実
は
文
の

人
で
あ
っ
た
。
受
験
生
時
代
に

は
大
き
な
勘
違
い
を
し
て
い
た

の
だ
。
▼
卒
業
研
究
な
ど
は
、

文
章
の
指
導
の
場
で
も
あ
る
。

自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と

を
、
面
白
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

ほ
し
い
。
と
同
時
に
、
後
ろ
向

き
な
理
由
か
ら
の
進
路
選
択

を
、
少
し
で
も
減
ら
せ
る
手
立

て
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

次
第
で
あ
る
。　
　

  （
Ｈ
・
Ｗ
）

「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
は

昨
年
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
理
数
離
れ
が
叫
ば
れ
る
今

日
、
子
供
達
に
科
学
技
術
の
啓

発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
少
し

で
も
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
の
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

で
は
、
本
学
教
員
に
よ
る
最
新

科
学
技
術
の
解
説
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
実
施
し
、
科
学
技
術
分

野
に
お
け
る
本
学
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
本
学

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
立

案
。「
フ
シ
ギ
・
オ
ド
ロ
キ
を

共
感
し
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
、

楽
し
い
科
学
教
室
「
東
京
理
科

大
学
み
ら
い
研
究
室
〜
科
学
へ

の
ト
ビ
ラ
〜
」
と
し
て
、
次
の

企
画
が
行
わ
れ
た
。

▽
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
使
っ
て

簡
単
な
竜
巻
を
作
る
「
気
象
現

象
を
再
現
し
よ
う
」（
地
球
科

学
研
究
部
・
神
楽
坂
）

▽
四
十
台
以
上
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
参
加
し
た
バ
ト
ル
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
「
ロ
ボ
ッ
ト
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
、
二
足
歩
行
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
を
展
示
し
た
「
ぼ
く

ら
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〜
ロ
ボ
ッ

ト
＆
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
〜
」（
Ⅰ

部
無
線
研
究
部
・
神
楽
坂
）

▽
イ
ク
ラ
・
ス
ラ
イ
ム
を
作

る
「
た
の
し
い
化
学
実
験
」（
理

工
学
部
化
学
研
究
会
・
野
田
）

▽
数
学
の
問
題
を
解
く
「
楽

し
く
教
え
る
数
学
」（
Ⅱ
部
数

学
研
究
部
・
神
楽
坂
）

▽
ラ
ジ
オ
の
電
子
工
作
体
験

な
ど
を
行
う
「
自
分
で
で
き
る

す
る
防
災
対
策
〜
情
報
を
集
め

る
た
め
に
〜
」（
Ⅱ
部
無
線
研

究
部
・
神
楽
坂
）

▽
〝
何
も
な
い
場
所
〞
に
壁

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
偏
光
の

実
験
を
行
う
「
物
理
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
み
よ
う
」（
Ⅰ

部
物
理
研
究
部
・
神
楽
坂
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
使
用

す
る
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
紹
介
す

る
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」（
応
用
数
学
研
究
部
・

神
楽
坂
）

▽
学
生
が
す
べ
て
設
計
・
製

作
し
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
を

展
示
し
た
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｓ

Ａ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
展

示
」（
機
械
工
学
研
究
会・野
田
）

▽
人
間
の
五
感
を
使
っ
た
実

験
を
行
う
「
実
験
を
通
し
て
感

じ
る
化
学
」（
Ⅰ
部
化
学
研
究

部
・
神
楽
坂
）

▽
甘
み
を
感
じ
な
く
な
る
ギ

ム
ネ
マ
体
験
を
行
う
「
味
覚
の

ふ
し
ぎ
」（
東
京
理
科
大
学
生

協
学
生
委
員
会
）

▽
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
演
奏

し
た
「
音
の
展
示
会
」（
神
楽

坂
吹
奏
楽
団
）

▽
五
十
年
前
の
計
算
機
を
展

示
し
た
「
ま
わ
し
て
チ
ン
！

五
十
年
前
の
計
算
機
」（
近
代

科
学
資
料
館
友
の
会
）

本学
主催
本学
主催

６月２日、３日の両日、東京・お台場の日本科学
未来館で東京理科大学主催の「サイエンスフェア」
が昨年に引き続き行われ、予想をはるかに越える来
場者が訪れた。

学校の授業では体感できない科学や数学の面白さ
満載の各種イベントは、学生主体の各企画団体によ
る「科学への興味を引き出す」工夫が充分に見られ
た内容で、本イベントは大成功のうちに終了した。

子供も大人も楽しんだ‼お台場に歓声！お台場に歓声！

学
生
主
体
で
多
彩
な
企
画

▽
身
近
な
物
理
現
象
に
つ
い

て
の
講
義
・
実
験
を
行
っ
た
「
身
近
な
物
理
現
象
の
講
義
実

験
」（
講
義
実
験
グ
ル
ー
プ
）

科
学
す
る
喜
び
を
伝
え
る

が
工
夫
を
こ
ら
し
た
数
多
く
の

実
験
セ
ッ
ト
な
ど
に
多
く
の
子
供
達
が
集
ま
り
、
親
子
と
も
ど

も
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
ん
で
い

る
光
景
が
随
所
に
み
ら
れ
た
。

中
で
も
、
本
学
学
生
が
作
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
を
、
実
際
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
で
動
か
す
こ
と
が

で
き
た
り
、
五
十
年
前
の
手
動

の
計
算
機
で
計
算
の
体
験
が
で

き
た
り
と
、
体

験
型
の
イ
ベ
ン

ト
は
子
供
達
の

心
を
打
っ
た
よ

う
だ
。
精
密
な

ロ
ボ
ッ
ト
が
緻

密
な
迷
路
を
進

み
ゴ
ー
ル
を
見

つ
け
出
す
光
景

や
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
わ
な
い

歯
車
仕
掛
け
の

器
械
が
掛
け
算

や
割
り
算
の
複

雑
な
計
算
を
こ

な
す
こ
と
は
、

科
学
へ
の
好
奇

心
を
誘
う
も
の

だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

会
場
で
は
、
身
近
な
科
学
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
学
生
達

Open Campus 2007Open Campus 2007Open Campus 2007

８月９日～11日、11月10日開催！

■個別進学相談　■研究室見学　■入試問題解説
■入試概要説明　■進路状況説明　■学生生活説明
■模擬講義　■模擬実験　■キャンパスツアー　など

［内　　容］

［お問い合わせ：入試センター］
TEL　03-5228-8092／FAX　03-5228-8093
E-mail　nyugaku@admin.tus.ac.jp
URL　http://www.tus.ac.jp/

神楽坂キャンパス 野田キャンパス 久喜キャンパス

理学部（神楽坂校舎）
工学部（九段校舎）

薬学部
理工学部
基礎工学部

経営学部

※工業化学科は神楽坂校舎
※経営学部のオープンキャ
ンパスの一部を実施

８月10日（金）
８月11日（土）

８月９日（木）
８月10日（金）

 11月10日（土）
※学園祭期間中

10：00～16：00（入退場自由）

～最先端科学技術への招待～

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
人
工
イ
ク

ラ
や
ス
ラ
イ
ム
を
作
る
化
学
実

験
や
、
人
間
の
味
覚
の
不
思
議

を
利
用
し
た
甘
み
や
酸
味
を
感

じ
な
く
な
る
実
験
、
ま
た
〝
何

も
な
い
場
所
〞
に
壁
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
偏
光
の
実
験
な

ど
、多
く
の
〝
な
ぜ
？
〞
や
〝
不

思
議
！
〞
を
盛
り
込
ん
だ
面
白

み
溢
れ
る
実
験
が
並
ん
だ
。

参
加
し
た
学
生
達
の
中
に

は
、
中
学
・
高
校
教
員
を
目
指

し
て
い
る
学
生
も
お
り
「
子
供

達
に
伝
え
る
喜

び
」
を
体
験
で

き
た
こ
と
で
、

さ
ら
に
目
的
意

識
が
高
ま
り
、

学
生
達
へ
の
教

育
効
果
も
あ
っ

た
と
い
え
る
。

啓
発
活
動

続
け
ま
す

本
学
で
は
、

今
後
も
引
き
続

き
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ア
を
開
催

し
、
大
学
の
使

命
と
し
て
、
科

学
技
術
の
啓
発

活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
。

本学も地球温暖化防止活動を積極推進（３面参照）

地球温暖化防止国民運動のロゴマーク

竹内学長（右上）も場内視察 学生自作のレーシングカーに試乗

興
味
し
ん
し
ん
！
味
覚
の
ふ
し
ぎ

自
分
で
で
き
る
防
災
対
策
や
っ
て
み
よ
う
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一
．
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
八
年
度
資
金
収
入

は
、平
成
十
八
年
度
予
算
比（
以

下
「
予
算
比
」
と
い
う
。）
一

一
六
億
二
三
三
五
万
円
増
の
四

九
三
億
四
五
九
七
万
円
で
あ

り
、
こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
三
一
四
億
三
六
五
五
万
円

を
加
え
て
、収
入
の
部
合
計
は
、

八
〇
七
億
八
二
五
二
万
円
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
一
一
〇
億
五
〇
八

九
万
円
増
の
四
八
六
億
五
五
一

二
万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年

度
繰
越
支
払
資
金
は
予
算
比
五

億
七
二
四
七
万
円
増
の
三
二
一

億
二
七
四
〇
万
円
と
な
り
、
支

出
の
部
合
計
は
、
八
〇
七
億
八

二
五
二
万
円
で
あ
る
。

二
．
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
八
年
度
消
費
収
入

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
文
部
科
学
省
が
大
学
知
財

本
部
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て

二
〇
〇
七
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

「
国
際
的
な
産
学
官
連
携
の
推

進
体
制
整
備
」
の
機
関
と
し
て

採
択
さ
れ
た
。
海
外
に
お
け
る

基
本
特
許
の
戦
略
的
取
得
、
海

外
企
業
と
の
共
同
研
究
、
そ
れ

ら
を
手
が
け
ら
れ
る
国
際
知
財

人
材
の
育
成
な
ど
産
学
官
連
携

活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
目

的
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
知
財

本
部
整
備
事
業
を
進
め
て
い
る

対
象
機
関
四
十
三
機
関
か
ら
、

三
十
三
件
の
申
請
が
あ
り
、
有

識
者
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
の

審
査
結
果
を
経
て
、
十
七
件
が

採
択
さ
れ
た
。

重
点
分
野
に
つ
い
て
技
術
俯

瞰
図
を
作
成
し
、
戦
略
的
な
特

許
出
願
を
行
う
な
ど
の
堅
実
な

取
り
組
み
を
国
際
展
開
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
期
待
と
と
も

に
、
大
学
の
特
色
を
活
か
し
、

企
業
経
験
の
あ
る
知
財
専
門
家

集
団
で
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｐ
を
活
用
す

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
際
的

に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
の
一

環
と
し
て
、
職
員
を
海
外
に
派

遣
し
、
国
際
的
な
産
学
連
携
に

係
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
を
行

う
と
と
も
に
、
本
年
四
月
に
開

設
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事

務
所
（
３
面
参
照
）
を
拠
点
と

し
て
、
北
米
地
域
へ
の
情
報
発

信
・
収
集
を
行
う
予
定
。
ま
た
、

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
英
語
版
を
六
月
一

日
よ
り
公
開
し
た
。

「
健
全
な
精

神
は
、
健
全
な

身
体
に
宿
る
よ

う
に
祈
り
な
さ
い
」（m

ens 
sana in corpore 
sano

）
と
い
う
こ
と
が
古
く

か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
の

健
康
の
土
台
は
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
動
き
、
よ
く
寝
る
と
い
う

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
生
活
で
し
ょ

う
。
学
生
生
活
は
得
て
し
て
不

規
則
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

夏
休
み
は
リ
ズ
ム
の
再
調
整
の

機
会
で
す
。
特
に
、
睡
眠
時
間

は
七
、八
時
間
を
保
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
ね
。

学
生
時
代
は
否
が
応
で
も
勉

強
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強

は
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
人

と
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
仕
事

を
し
た
り
す
る
場
合
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
で
す
。

後
期
授
業
開
始
に
向
け
て
、
勉

学
へ
の
取
り
組
み
の
他
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
も

考
え
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

次
田　
　

晧
元
教
授

（
総
合
研
究
所
）
平
成
十
九
年

五
月
三
十
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
七
十
八
歳
。

科学技術交流センター

文科省「国際的な産学官連携の
推進体制整備」機関に採択される

⑫

産・学・官　
連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

七
月
二
日（
月
）か
ら
十
三

日（
金
）の
間
に
、
学
部
学
生

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
授
業
の
改

善
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
授
業

改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。
学
部
学
科
に

「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」実
施
し
ま
す

７
／
２
〜
13　
授
業
改
善
の
た
め
に

よ
っ
て
は
二
回
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
と
な
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
よ
り
簡
単
に
回
答

が
で
き
、
そ
の
授
業
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
意
見
が
担
当
教
員
に

直
接
届
き
ま
す
。

そ
の
後
、
七
月
二
十
三
日

（
月
）か
ら
八
月
十
二
日（
日
）

ま
で
の
間
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
（
自
由
に
記
述
し
た
意
見
は

除
く
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
教

員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
公
開
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
教
員
と

学
生
が
協
力
し
て
よ
り
良
い
授

業
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
で
す
。
是

非
と
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
十
日（
木
）、
法
政
大
学

Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン
タ
ー
前
セ
ン
タ

ー
長
の
後
藤
篤
子
氏
（
現
文
学

部
長
）
を
お
招
き
し
「
法
政
大

学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
組
織
的
推

進
―
現
状
と
課
題
」
と
題
す
る

講
演
会
が
本
学
の
学
部
長
と
学

科
主
任
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
と
は
、

教
員
が
授
業
内
容
・
方
法
を
改

善
し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
様

々
な
組
織
的
取
り
組
み
の
総
称

を
言
い
、
現
在
実
施
し
て
い
る

「
授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

講
演
で
は
、
法
政
大
学
Ｆ
Ｄ

推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
対
す

る
熱
意
と
、
設
置
後
わ
ず
か
数

FD推進へ講演会開く
法大・後藤篤子氏を招いて

年
で
全
国
の
注
目
を
浴
び
る
活

動
を
展
開
し
て
い
る
法
政
大
学

Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
学

習
支
援
の
充
実
と
よ
り
良
い
授

業
の
提
供
を
中
心
に
、
大
学
を

挙
げ
て
Ｆ
Ｄ
推
進
を
図
ろ
う
と

す
る
本
学
に
と
っ
て
大
変
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

６

の
上
手
な
人
は
別
と
し
て
、
消

極
的
で
人
と
う
ま
く
話
が
で
き

な
い
と
い
う
人
が
お
り
ま
す

が
、
自
分
の
得
意
分
野
を
持
た

ず
に
自
信
を
失
っ
て
い
る
場
合

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な

も
の
で
も
結
構
で
す
の
で
得
意

分
野
作
り
に
邁
進
し
、
自
分
の

足
固
め
を
し
、
自
信
を
付
け
て

次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
む
よ
う
に

心
掛
け
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
と
っ
て
上
手
な
聞
き
役
に

な
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。
上

手
な
聞
き
役
と
は
、
相
手
の
得

意
分
野
を
発
見
し
、
そ
れ
を
語

ら
せ
な
が
ら
興
味
を
持
っ
て
聞

い
て
い
く
こ
と
で
す
。
少
々
の

努
力
が
大
事
な
の
で
、

気
疲
れ
の
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
家
族

の
協
力
も
大
事
で
す
。

気
の
休
ま
る
、
安
心

で
き
る
環
境
を
与
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
学
生
よ
ろ
ず
相
談

室
Ｙ
・
Ｋ
）

さ
あ
！
夏
休
み

生
活
リ
ズ
ム
再
調
整
の
機
会

※土曜・日曜・祝日を除く ※窓口業務は昼休み12：00～13：00を除く

※8/10（金）～19（日）は全学休館

理学事務課

MOT・MIP事務室
学生課
就職課
学務課
経理課
管財課

工学事務課

学生課
就職課
管財課

神　

楽　

坂

九　

段

事 

務 

室

事 

務 

室

野 田
長万部
久 喜

第一部　９：00～16：00
第二部　13：30～18：30
10：00～18：30
 ９：00～18：30
 ９：00～18：30
10：00～18：00
10：00～16：00
10：00～17：00

第一部　 ９：00～16：00
第二部　13：30～18：30
 ９：30～18：30
 ９：30～18：30
10：00～17：00

 ９：00～18：00
（火・木曜日は16：00まで）
 ９：00～17：00
（9/1㈯と9/8㈯は10：00～16：00）

 ９：00～18：00
（火・木曜日は16：00まで）

夏休み中の事務室の取り扱い時間
̶̶８／1（水）～９／14（金）̶ ̶

保健管理センター

保健管理センター

入試センター（入試課・広報課）
情報技術課

情報技術課
事務室
事務室
事務室

 ９：00～16：00（詳細は窓口にて）

 ９：00～16：00（詳細は窓口にて）
10：00～15：00
 ８：30～17：00
 ９：00～16：00

’07　夏休み期間
学部・大学院等

8/7（火）まで前期定期試験

8/8（水）～9/13（木）夏休み
9/14（金）～19（水）前期予備期間
9/20（木）後期授業開始

専門職大学院
8/4（土）まで前期集中講義
8/6（月）授業振替日（4/9分MIP専攻）
8/21（火）～27（月）前期予備期間

8/7（火）～9/22（土）夏休み
9/25（火）後期授業開始
　　　　　＊詳細はHPを確認して下さい

長万部地区
8/4（土）まで前期定期試験

8/5（日）～9/19（水）夏休み
9/21（金）後期授業開始

は
、
予
算
比
二
八
億
二
八
九
八

万
円
減
の
三
〇
三
億
四
一
七
八
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
八
億
八
六
六
二
万

円
減
の
三
一
九
億
一
二
六
二
万

円
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
平
成

十
八
年
度
の
消
費
収
支
差
額
は

一
五
億
七
〇
八
四
万
円
の
支
出

超
過
と
な
り
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
繰
り
越
さ
れ
て
き
た
消
費

支
出
超
過
額
一
一
一
億
八
四
二

三
万
円
を
加
え
る
と
、
平
成
十

九
年
度
へ
の
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
一
二
七
億
五
五
〇
七

万
円
と
な
る
。

三
．
貸
借
対
照
表

平
成
十
八
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
一
八

億
七
六
九
五
万
円
増
の
一
七
〇

九
億
一
九
八
五
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
〇
億
二
三
二
〇

万
円
減
の
三
二
四
億
七
一
〇
〇

万
円
で
あ
る
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
四
四
億
七
〇
九
九
万
円

増
の
一
五
一
二
億
三
九
二
万
円

で
あ
る
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計

は
、
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
一
二
七
億
五
五
〇
七
万

円
で
あ
る
。

＊
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.tus.ac.jp/

info/houjin/accounts.
htm
l

平
成
18
年
度　
決
算
報
告

学
校
法
人　
東
京
理
科
大
学
理
事
会

平成１8年度　資金収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

収
入
の
部

支
出
の
部

平成１8年度　消費収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

貸 借 対 照 表 平成１9年３月３１日

（ ）自　平成１8年４月１日
至　平成１9年３月３１日

25,309,438,400
1,547,368,625
735,060,980
4,084,824,939
575,711,707
1,500,000,000
986,521,005
1,281,731,276
11,520,000,000
17,294,315,374
2,753,047,497

△18,242,051,729
31,436,549,255
80,782,517,329
16,425,799,885
8,334,204,657
1,981,204,309
64,544,095

13,003,160,000
1,491,688,592
1,804,540,461
5,136,421,105
2,222,181,027

△ 1,808,629,684
32,127,402,882
80,782,517,329

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
〔予　備　費〕

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

329,263,600
89,607,625
538,439,020
290,437,939
180,668,707
1,500,000,000
328,714,005
170,836,276

11,520,000,000
593,027,374
1,850,348,503
331,893,729

11,623,347,074
12,682,115
865,622,343
148,656,691
12,167,095

11,520,000,000
3,313,235,408

7,039,461
4,064,180,105
45,546,027

0
257,855,684
572,466,627

11,623,347,074

25,638,702,000
1,457,761,000
1,273,500,000
3,794,387,000
395,043,000

0
657,807,000
1,110,895,000

0
16,701,288,000
4,603,396,000

△17,910,158,000
31,436,549,255
69,159,170,255
16,438,482,000
9,199,827,000
2,129,861,000
52,377,000

1,483,160,000
4,804,924,000
1,797,501,000
1,072,241,000
2,176,635,000
（300,000,000）

0
1,550,774,000
31,554,936,255
69,159,170,255

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（ ）自　平成１8年４月１日
至　平成１9年３月３１日

25,309,438,400
1,547,368,625
977,627,427
4,084,824,939
572,420,595
21,634,608
986,521,005
1,312,938,652
34,812,774,251
4,470,990,834
30,341,783,417
16,411,739,137
13,109,367,323
2,090,024,289
64,544,095
235,770,761

1,176,000

31,912,621,605
0

1,570,838,188
11,184,229,656
12,755,067,844

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計
人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
（又は徴収不能額）
〔予　備　費〕

消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

329,263,600
89,607,625
423,174,573
290,437,939
177,377,595
21,634,608
328,714,005
202,043,652
357,377,251
3,186,356,834
2,828,979,583
26,742,863
973,988,677
135,001,711
12,167,095
235,770,761

1,176,000

0
886,619,395

２５,638,702,000
1,457,761,000
1,400,802,000
3,794,387,000
395,043,000

0
657,807,000
1,110,895,000
34,455,397,000
1,284,634,000
33,170,763,000
16,438,482,000
14,083,356,000
2,225,026,000
52,377,000

0

0
（300,000,000）

0
32,799,241,000
371,522,000

0
11,184,229,656
10,812,707,656

136,036,419,562
113,281,169,620
22,755,249,942
33,006,475,817
169,042,895,379
13,287,536,625
20,206,662,735
33,494,199,360
136,431,925,675
8,500,000,000
100,000,000
1,701,000,000

146,732,925,675
11,184,229,656

169,042,895,379

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産

固定負債
流動負債

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

1,094,861,009
1,598,957,753
2,693,818,762
782,092,777
1,876,953,786
1,543,480,871
520,282,011
1,023,198,860
4,063,990,834

0
0

407,000,000
4,470,990,834
1,570,838,188

1,876,953,786

137,131,280,571
111,682,211,867
25,449,068,704
33,788,568,594
170,919,849,165
11,744,055,754
20,726,944,746
32,471,000,500
140,495,916,509
8,500,000,000
100,000,000
2,108,000,000

151,203,916,509
12,755,067,844

170,919,849,165

資産の部合計

負債の部合計

基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計

△

△
△
△
△
△
△
△

△

△
△

△
△
△

△
△

△

△ △

△

△
△
△
△
△
△

△
△

△

△

△

△

△

△△
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平
成
十
七
年
二
月
に
地
球
温

暖
化
防
止
の
施
策
と
し
て
「
京

都
議
定
書
」
が
発
効
し
、
我
が

国
は
平
成
二
十
年
か
ら
平
成

二
十
四
年
の
間
に
Ｃ
Ｏ
2
（
二

酸
化
炭
素
）
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
平
成
二
年
に
く

ら
べ
て
六
％
削
減
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
政
府
の
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
本
部
は
、
京
都
議

定
書
に
よ
る
我
が
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
六
％
削
減
の
約
束
達
成

に
向
け
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
地
球
温
暖
化
防
止
国

民
運
動
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

六
％
」
を
推
進
し
て
お
り
、
こ

の
た
び
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
も
法
人
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
と
し
た
。

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
六
％
」

は
、
日
本
の
国
家
目
標
を
実
現

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に

わ
た
る
豊
か
な
生
活
環
境
を
維

持
・
継
続
さ
せ
る
た
め
の
大
規

模
な
国
民
運
動
で
、
こ
の
運
動

に
参
加
す
る
企
業
等
は
冷
暖
房

の
設
定
温
度
の
調
節
な
ど
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
に
よ

り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

機
器
、
照
明
等
で
不
使
用
な
も

の
は
こ
ま
め
に
消
す
③
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ　

Ｂ
Ｉ
Ｚ
」
及
び
「
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｍ　

Ｂ
Ｉ
Ｚ
」（
夏
場
は
原

則
と
し
て
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）
の
導
入
④
ス

テ
ッ
カ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
大
学

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
啓
蒙

⑤
階
段
利
用
の
推
進
⑥
業
務
上

支
障
の
な
い
不
要
と
な
っ
た
用

紙
の
裏
面
を
コ
ピ
ー
用
紙
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
用
紙
と
し
て
活
用
⑦
ト
イ

レ
の
元
栓
を
絞
る
（
洗
浄
時
水

量
を
減
少
）
⑧
学
生
の
ア
イ
デ

ア
募
集
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
⑨

「
こ
う
よ
う
会
」
の
募
集
学
生

論
文
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て

も
ら
う
⑩
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
を

購
入
す
る
―
―
の
十
項
目
を
掲

げ
、
今
後
、
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。

（
国
民
運
動
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
第
一
面
に
掲
載
）

＊
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
六
％
」

運
営
事
務
局
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.team

-6.jp/

本
学
の
平
成
十
九
年
度
の
科

学
研
究
費
補
助
金
（
以
下
「
科

研
費
」）
交
付
内
定
件
数
は
百

九
十
九
件
で
、
総
額
六
億
二
千

九
百
九
十
四
万
円
。
う
ち
、
間

接
経
費
は
約
一
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
全
国
の
私
立
大
学
中

五
番
目
の
配
分
額
で
あ
っ
た
。

本
年
度
の
国
の
科
研
費
は
約

千
九
百
億
円
（
対
前
年
度
十
八

億
円
、
〇
・
九
％
増
）。
全
国

の
各
大
学
か
ら
約
十
二
万
件
の

応
募
が
あ
り
、
約
五
万
件
が
採

択
さ
れ
た
。

科
研
費
は
、
人
文
・
社
会
科

学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
る
独
創
的
・
先

駆
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
競
争
的
研
究

資
金
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果

は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
様

々
な
受
賞
等
、
研
究
者
の
国
内

外
で
の
研
究
業
績
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
、
科
研
費
の
大
幅

な
獲
得
増
額
を
目
標
に
掲
げ
、

昨
年
九
月
に
獲
得
講
習
会
を
開

催
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度

を
七
十
二
件
上
回
る
四
百
五
十

五
件
の
応
募
が
あ
り
、
採
択
件

Ⅰ
種
32
人
合
格
、私
大
４
位

Ⅰ
種
32
人
合
格
、私
大
４
位

平
成
19
年
度　
国
家
公
務
員
試
験

本
法
人
と
し
て
の「
チ
ー
ム・

マ
イ
ナ
ス
六
％
」
に
係
る
具
体

的
な
措
置
と
し
て
、
①
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
（
夏
季
二
十
八

℃
・
冬
季
二
十
℃
）
の
周
知
②

　❶ 東 京 大 学
　❷ 京 都 大 学

＊❸ 早稲田大学

　❼ 北海道大学

　❾ 東京工業大学

一 橋 大 学

　15

金 沢 大 学

＊13

＊10

東京農工大学

　11
中 央 大 学

＊12

　17

　20

　15

　14

　19

　21

東京理科大学

神 戸 大 学

広 島 大 学
岡 山 大 学

筑 波 大 学

千 葉 大 学
＊21 法 政 大 学
　23 首都大学東京

　17 名古屋大学

立命館大学

　
順位 大　学　名 合格

者数

平成１9年度
●国家公務員採用 Ⅰ 種試験●
大学別最終合格者数

＊は私立大学を表す

437
174

85

＊❺ 慶應義塾大学 72
　❻ 九 州 大 学 61

東 北 大 学　❹ 74

58

36
　❽ 大 阪 大 学 46

23

31

35

34
32

19

14

23

28

16

13

13
12

19

地
球
温
暖
化
防
止
の
排
ガ
ス
削
減

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
国
民
運
動

本
学
も
積
極
活
動
展
開

学
生
の
ア
イ
デ
ア
募
集
な
ど
活
動
方
針
10
項
目

人
事
院
は
六
月
十
九
日
、

平
成
十
九
年
度
国
家
公
務
員

採
用
Ⅰ
種
試
験
の
最
終
合
格

者
を
発
表
し
た
。
申
込
者
数

二
万
二
四
三
五
人
（
前
年
度

二
万
六
二
六
八
人
）
に
対
し
、

合
格
者
数
は
一
五
八
一
人
（
同

一
五
九
二
人
）
で
あ
っ
た
。

本
学
の
合
格
者
数
は
前
年
度

よ
り
十
四
人
増
の
三
十
二
人

で
、
大
い
に
健
闘
し
そ
の
実
力

を
発
揮
し
た
。
大
学
別
順
位
で

は
全
国
約
七
〇
〇
大
学
あ
る
中

第
十
二
位
、
私
立
大
学
中
で
は

第
四
位
で
あ
る
が
、
理
工
系
区

分
の
み
で
は
私
立
大
学
中
で
第

一
位
と
い
う
好
結
果
と
な
っ

た
。次

年
度
目
指
し
各
種
行
事

本
学
で
は
次
年
度
試
験
に
向

け
て
、
各
種
支
援
行
事
を
十
月

か
ら
随
時
開
催
し
、
公
務
員
希

望
者
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。
な
お
、
就
職
課
に
は

数
多
く
の
資
料
が
あ
り
、
随
時

相
談
に
も
応
じ
て
い
る
の
で
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

本学の獲得件数は199件
平成19年度　文科省科学研究費補助金

数
は
前
年
度
を
二
十
三
件
上
回

る
百
九
十
九
件
の
採
択
で
あ
っ

た
。
研
究
種
目
別
に
は
、
若
手

研
究
（
Ｂ
）
が
前
年
度
を
十
一

件
上
回
る
新
規
採
択
が
あ
り
、

採
択
件
数
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

平
成
二
十
年
度
の
公
募
は
九

月
上
旬
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
後
も
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
新
規
採
択
を
目
指
す
と
と
も

に
、
採
択
件
数
増
加
に
向
け
積

極
的
な
応
募
が
期
待
さ
れ
る
。

●　本学教員の平成１９年度科学研究費補助金交付内定状況　●
区　分 合　計特定領域

研　　究
基盤研究
（S）

基盤研究
（A）

基盤研究
（B）

基盤研究
（C）

萌　　芽
研　　究

若手研究
（A）

区　分 合　計特別推
進研究

特別推進
研　　究

特定領
域研究

基盤研
究（A）

基盤研
究（S）

基盤研
究（B）

基盤研
究（C）

萌 芽
研 究

若手研
究（Ａ）

若手研究
（B）

申
請
件
数
採
択
件
数

平　成
１８年度

平　成
１９年度

若手研
究（Ｂ）

若手研究
（　　 ）

若手研究
（　　 ）スタート
アップ

スタート
アップ

新規
継続
計
新規
継続
計

４
１
５
０
１
１

０
１
１
０
１
１

３５
１１
４６
３
１１
１４

０
１
１
０
１
１

６４
２１
８５
１４
２１
３５

１１
１
１２
１
１
２

１２５
２５
１５０
３１
２５
５６

ー
８
８
ー
８
８

４５５
１１１
５６６
８８
１１１
１９９

１６１
３７
１９８
３１
３７
６８

５５
５
６０
８
５
１３

〔１〕
５０,０００
（６５,０００）

〔１〕
４７,０００
（６１,１００）

〔２1〕
８８,０００

〔１４〕
６３,０００

〔１〕
１３,８００
（１７,９４０）

〔１〕
１２,５００
（１６,２５０）

〔０〕
０

〔１〕
２,７００
（3,510）

〔３７〕
１６５,５００

〔３５〕
１８６,7００
（２４２,７１０）

〔５７〕
７０,１００

〔６８〕
８７,２００
（１１３,３６０）

〔１３〕
18,000

〔１３〕
19,000

〔１〕
11,300
（14,690）

〔２〕
20,300
（26,390）

〔45〕
５９,8００

〔56〕
74,400

－

〔8〕
10,220

〔176〕
477,300
（499,300）

〔１99〕
523,020
（629,940）

［注］①〔　〕内は交付内定件数／②金額は単位千円、直接経費額、（　）は間接経費を含む額／③表以外に、山口東京理科大学９件9,860千
円、諏訪東京理科大学８件27,540千円が内定している／④件数及び金額は各年度の内定通知に基づく

［注］上記は文部科学省及び日本学術振興会より本学に通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞退・転入・追加採択者等の加除は
行っていない

東
京
理
科
大
学
で
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
三
校
（
サ
ン
タ

ク
ル
ー
ズ
、
デ
イ
ビ
ス
、
サ
ン

タ
バ
ー
バ
ラ
）
や
オ
ハ
イ
オ
州

立
大
学
な
ど
と
教
育
お
よ
び
研

究
の
国
際
連
携
を
進
め
て
お

り
、
今
後
更
に
、
産
学
官
連
携

の
国
際
連
携
を

含
め
た
国
際
展

開
を
積
極
的
に

推
進
す
る
目
的

と
し
て
、
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
バ
ー
ク
レ

ー
市
に
本
学
初

と
な
る
東
京
理

科
大
学
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
事

務
所
（
英
文
名

称
・T

U
S 

San F
ran

cisco O
ffi

ce

）
を
開
設

し
た
。

同
事
務
所
は

独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興

会
（JSPS

）

と
の
提
携
に
よ
り
、
同
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
研
究
連
絡
セ
ン
タ

ー
（JSPS San F

ran
cisco Center

）
内
に
設

置
さ
れ
、
す
で
に
五
月
二
十
一

日
か
ら
本
学
の
事
務
職
員
（
国

際
交
流
課
・
丹
羽
輝
久
主
任
）

が
派
遣
さ
れ
、

常
駐
し
て
い
る
。

こ
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
事

務
所
で
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
一
年
間
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い

る
本
学
留
学
生

や
、
夏
季
短
期

英
語
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
タ
ク
ル

ー
ズ
校
や
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
州
立

大
学
に
派
遣
さ

れ
る
本
学
学
生

の
リ
ス
ク
管
理

や
留
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
。

ま
た
、
北
米
地
域
へ
の
情
報

発
信
と
情
報
収
集
を
通
じ
て
、

北
米
有
力
研
究
型
大
学
と
の
国

際
教
育
研
究
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
積
極
的
に
開
発
す
る
役
割
を

担
う
。
さ
ら
に
は
、
米
国
に
お

け
る
産
学
官
連
携
の
中
心
地
で

あ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
情

報
発
信
、
情
報
収
集
を
積
極
的

に
行
い
、
産
学
の
国
際
共
同
研

究
の
開
発
や
技
術
移
転
の
国
際

的
展
開
の
一
翼
を
担
う
こ
と

で
、
各
界
か
ら
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

＊
事
務
所
の
連
絡
先

A
dress:at JSPS San 
F
rancisco O

ffice 
2150 Shattuck A

ve. 
#
920 B

erkeley,C
A
 

94704, U
SA

T
el

：+1-646-460-5000
Fax

：+1-510-665-1891
E
-m
ail

：usa-sf@
adm
in.tus.ac.jp

米国に本学初の拠点開設
サンフランシスコ事務所
留学マネジメントや情報発信・収集に

新
任
教
員　
紹
介

（敬称略）

総
合
科
学
技
術

経 

営 

研 

究 

科

◆
知
的
財
産
戦
略
専
攻

教
授　

西
村　

雅
子

（
に
し
む
ら
・
ま
さ
こ
）

①
津
田
塾
大
学
大
学
院
国
際
関

係
学
研
究
科
・
一
橋
大
学
大
学

院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
（
知

財
戦
略
講
座
）
修
士
課
程
修
了

②
（
兼
任
）
西
村
＆
宮
永
商
標

特
許
事
務
所
（
シ
ニ
ア
パ
ー
ト

ナ
ー
）
③
商
標
法
・
意
匠
法
・

特
定
不
正
競
争
④
修
士
（
国
際

関
係
学
修
士
・
経
営
法
修
士
）

２
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
二
人
の
先
生

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
平
成
19
年
４
月
12
日
付

土
谷　

敏
雄　

71
歳

前
山
口
東
京
理
科
大

学
長
／
元
東
京
理
科

大
学
基
礎
工
学
部
長

土
谷
先
生
は
、
昭
和
三
十
七

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
理
事
、

評
議
員
、
基
礎
工
学
部
長
、
基

礎
工
学
研
究
科
長
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
長
、
近
代
科
学
資
料

館
長
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
平
成

十
五
年
四
月
か
ら
は
山
口
東
京

理
科
大
学
長
と
し
て
、
山
口
理

大
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
本
学
お
よ
び
山
口
理
大
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
ガ
ラ
ス
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
の
プ
ロ
セ

ス
と
物
性
評
価
で
、
中
で
も
金

属
塩
を
原
料
と
し
た
ゾ
ル-

ゲ
ル
法
と
い
う
新
し
い
分
野
を
築

き
上
げ
、
機
能
性
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
薄
膜
の
作
製
に
お
い
て
は
国

内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
認

め
ら
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

幡
野　
　

純　

65
歳

学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
常
務
理
事

元
基
礎
工
学
部
教
授

幡
野
先
生
は
、
昭
和
四
十
五

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
理
事
、

評
議
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
三
月
に
は

任
用
替
え
の
た
め
教
授
職
を
退

か
れ
、
現
在
、
常
務
理
事
お
よ

び
事
務
総
局
長
と
し
て
大
学
運

営
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

先
生
の
ご
専
門
は
強
誘
電
体

（
結
晶
お
よ
び
液
晶
）
の
物
性

評
価
で
、
特
に
液
晶
状
態
の
中

で
も
複
雑
難
解
な
相
転
移
挙
動

や
分
子
配
向
構
造
、
分
子
運
動

を
有
す
る
強
誘
電
性
液
晶
お
よ

び
反
強
誘
電
性
液
晶
の
そ
れ
ら

物
性
を
解
き
明
か
し
、
こ
れ
ら

液
晶
の
表
示
素
子
応
用
等
へ
の

礎
を
築
い
た
こ
と
は
世
界
的
に

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

サンフランシスコ

サクラメント

サンタクルーズ太　

平　

洋

バークレー

土谷敏雄先生

幡野　純先生

会議も「COOL BIZ」（６月13日・定例理事会〈神楽坂校舎〉）

【

【

①
最
終
学
歴　

②
前　

歴

③
専
門
分
野　

④
学　

位
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特　集 ㊤　大学図書館長 河 村　　洋（　　  ）理工学部機械
工学科　教授

電子図書館時代に向けて電子図書館時代に向けて電子図書館時代に向けてホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
っ
と
身
近
に

平
成
20
年
度　
東
京
理
科
大
学

大
学
院
の
入
試
日
程　
決
ま
る

DB名称 概　　　要
ウェブ  オヴ  サ イ エ ン ス

Web of Science
（WoS）

Thomson Scientifi cが提供する自然科学・社会科学分
野の学術雑誌約8500誌に掲載された学術論文を収録
した引用情報検索データベース

ジェイ ドリーム トゥー

JDreamⅡ（JD）
科学技術振興機構が提供する日本語による検索が可能
な科学技術文献情報データベース

サイファインダ  ス  カ  ラ  ー

SciFinder Scholar
（SFS）

Chemical Abstracts Service（CAS）が提供する化学
および化学関連分野のデータベース。神楽坂図書館・
野田図書館の専用PCからアクセスできます（要予約）

マ ス サ イ ネ ッ ト

MathSciNet
American Mathematical Society（米国数学会）が提
供する数学および数学関連分野のデータベース

雑誌記事索引 国立国会図書館が提供する主として和文雑誌に掲載さ
れた論文を収録した文献検索データベース

パ  ブ  メ  ド

PubMed
National Library of Medicine（米国立医学図書館）が
提供する医学文献検索データベース

専攻
募集
人数

願書受付 選考日 合格発表 入学手続

研
究
科

理　

学

数学 3
平成20年

１月18日（金）
～

２月15日（金）

平成20年
３月４日（火）

平成20年
３月11日（火）

平成20年
３月12日（水）

～
〃 19日（水）

物理学 3

化学 4
研
究
科

薬　

学
薬学 6 平成20年

３月３日（月）

工
学
研
究
科

建築学 3
平成20年

１月18日（金）
～

２月13日（水）

平成20年
３月１日（土）

工業化学 3

電気工学 3

経営工学 3

機械工学 3

理
工
学
研
究
科

数学 3

平成20年
１月18日（金）

～
２月15日（金）

平成20年
３月３日（月）

物理学 3

情報科学 4

応用生物科学 4

建築学 3

工業化学 3

電気工学 3

経営工学 3

機械工学 3

土木工学 3

研 

究 

科

基
礎
工
学

電子応用工学 6

材料工学 6

生物工学 6
研

究

科

生
命
科
学

生命科学 5

平成20年度 東京理科大学大学院（博士後期課程）
一 般 選 抜・ 社 会 人 特 別 選 抜 試 験 日 程

平成20年度 東京理科大学大学院（修士課程）一般選抜試験日程

専攻
募集
人数

願書受付
選考日 合格発表

（内定）※１
入学手続

筆記試験 面接

理
学
研
究
科

数学 30
７月2日（月）

～
〃 12日（木）

８月１日（水） ８月３日（金） ８月23日（木）

平成20年
３月12日（水）

～
〃 19日（水）

物理学 70

化学 90

理数
教育

卒見者

現職教員 15
９月28日（金）

～
10月５日（金）

10月14日（日）10月19日（金）

研
究
科

薬　

学
薬学 50

７月18日（水）
～

〃 27日（金）
８月23日（木） ８月24日（金） ９月７日（金）

工
学
研
究
科

建築学 40

７月２日（月）
～

〃 12日（木）
８月８日（水） ８月９日（木） ８月29日（水）

工業化学 40

電気工学 60

経営工学 30

機械工学 40

理
工
学
研
究
科

数学 10

７月２日（月）
～

〃 10日（火）
７月23日（月） ７月24日（火） ８月７月（火）

物理学 30

情報科学 40

応用生物科学 60

建築学 60

工業化学 80

電気工学 60

経営工学 30

機械工学 50

土木工学 30 ７月23日（月）

基
礎
工
学
研
究
科

電子応用工学 50

７月２日（月）
～

〃 12日（木）

８月４日（土）
８月４日（土）

～
８月５日（日）

※２

８月23日（木）材料工学 40 ８月４日（土）
～

〃 ５日（日）
※２生物工学 50

経
営
学
研
究
科

経営学 20
８月21日（火）

～
９月７日（金）

９月19日（水） 10月５日（金）

経営学
（後期日程） 若干

平成20年
１月９日（水）

～

平成20年
２月５日（火）

平成20年
２月22日（金）

研 

究 

科

生
命
科
学

生命科学 15
７月２日（月）

～
〃 10日（火）

７月21日（土） ７月31日（火）

生命科学
（後期日程） 若干

平成20年
１月９日（水）

～
〃 18日（金）

平成20年
２月８日（金）

平成20年
２月14日（木）

※１：正式な合格者発表は平成 20年３月 11日（火）／※２：詳細は各専攻より指示

専攻 募集
人数 願書受付 選考日 合格発表 入学手続

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科

総合科学技術
経営（１期） 10

10月22日（月）
～

11月５日（月）
11月18日（日） 11月22日（木）

11月26日（月）
～

12月７日（金）

総合科学技術
経営（２期） 20

12月17日（月）
～

平成20年
１月21日（月）

平成20年２月３日（日） 平成20年
２月７日（木）

平成20年
２月８日（金）

～
〃 15日（金）

総合科学技術
経営（３期） 20

平成20年
２月12日（火）

～
〃 25日（月）

平成20年３月９日（日） 平成20年
３月13日（木）

平成20年
３月14日（金）

～
〃 21日（金）

知的財産戦略
（１期） 30

７月17日（火）
～

〃 31日（火）
８月25日（土）又は26日（日） ８月30日（木）

８月31日（金）
～

９月７日（金）

知的財産戦略
（２期） 50

平成20年
１月28日（月）

～
２月12日（火）

平成20年
２月23日（土）又は24日（日）

平成20年
２月28日（木）

平成20年
２月29日（金）

～
３月７日（金）

平成20年度 東京理科大学専門職大学院入学試験日程

高層ビルの見える閲覧室（神楽坂図書館）

神楽坂図書館の入退館ゲートシステム

長万部校舎図書館の閲覧室

明るく広々とした山口理大の図書館

本学図書館のホームページ（部分）

資料検索システムの画面（部分）

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
新
し
い
傾
向
は
、
紙

に
印
刷
し
た
活
字
情
報
ば
か
り

で
な
く
、
画
像
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
閲
覧
で
き
る
電

子
情
報
の
割
合
が
、
急
増
し
て

い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
電
子
情
報
は
、
検
索
が

容
易
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ど

こ
か
ら
で
も
二
十
四
時
間
閲
覧

で
き
る
た
め
、
特
に
学
術
研
究

の
分
野
で
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
学
の

図
書
館
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
や

教
員
各
位
に
一
層
役
立
つ
図
書

館
と
し
て
発
展
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、「
電
子
図
書

館
」
と
し
て
新
し
い
時
代
を
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
電
子
図
書
館
化

さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
目
録
、
外
部
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
、
次
号
十
月
号
で
は
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
電
子
ブ
ッ

ク
等
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
各
図
書
館
の
紹
介
写
真

の
う
ち
野
田
、
久
喜
、
諏
訪
の

三
図
書
館
は
、
次
号
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
の

図
書
館
は
、
神
楽
坂
地
区
、
野

田
地
区
を
は
じ
め
と
し
て
、
久

喜
、
長
万
部
、
山
口
、
諏
訪
の

六
地
区
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
蔵
書
数
は
約
百
万
冊
で
、

理
工
系
大
学
と
し
て
は
国
内
最

大
規
模
で
す
。
ま
た
、
年
間
貸

出
総
冊
数
も
約
二
十
二
万
冊

で
、
こ
れ
は
理
工
系
大
学
と
し

て
は
、
日
本
一
で
あ
り
ま
す
。

図
書
館
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
よ
り
良
い
学
習
用
の
情
報
と

閲
覧
場
所
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
大
学
院
生
や
教
員
の

方
々
に
は
、
研
究
に
役
に
立
つ

情
報
を
迅
速
に
収
集
し
て
使
い

や
す
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

本
学
の
学
生
や
教
員
の
勉
学
・

研
究
に
必
要
な
情
報
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
利
用
す
る
た

め
の
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
て

お
り
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
左

図
上
段
「
図
書
館
Ｈ
Ｐ
」）

左
の
メ
ニ
ュ
ー
二
段
目
に
あ

る
「
お
知
ら
せ
」
は
、
お
知
ら

せ
し
た
い
最
新
の
事
柄
を
載
せ

て
お
り
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
三
段
目
の
「
図
書

館
資
料
検
索
」（
左
図
下
段
「
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
」
オ
ー
パ
ッ
ク
）
で
は
、

本
の
置
か
れ
て
い
る
書
架
の
場

所
や
、
索
引
か
ら
の
検
索
も
可

能
で
す
。

四
段
目
の
「
電
子
資
料
」
か

ら
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
、五
段
目
の「
学

内
向
け
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
他

の
図
書
館
か
ら
本
の
借
り
受
け

や
複
写
論
文
の
取
り
寄
せ
が
利

用
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ご
意
見

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
段
目
の

「
ご
意
見
・
ご
要
望
」
か
ら
メ

ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

二
次
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
以
下
、「
Ｄ
Ｂ
」）
は
、
特
定

の
研
究
情
報
に
つ
い
て
調
べ
た

い
と
き
に
大
変
有
効
な
ツ
ー
ル

で
す
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
メ
ニ
ュ
ー
（
四
段
目
）
か
ら

「
電
子
資
料
」
↓
「
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
を
選
択
す
る
と
リ
ス
ト

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

主
な
Ｄ
Ｂ
の
名
称
と
概
要
は

右
表
の
と
お
り
で
、
こ
れ
ら
の

内
、
Ｗ
ｏ
Ｓ
、
Ｊ
Ｄ
、
Ｓ
Ｆ
Ｓ

に
つ
い
て
は
毎
年
、
専
門
の
講

師
を
招
い
て
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
が
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
参
加

さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

次
号
の
学
報
で
は
、
Ｄ
Ｂ
で

検
索
し
た
文
献
を
実
際
に
入
手

す
る
と
き
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

平
成
二
十
年
度
東
京
理
科
大

学
大
学
院
入
学
試
験
日
程
が
決

定
し
ま
し
た
。
本
学
修
士
課

程
の
入
学
試
験
方
式
と
し
て

は
、
一
般
選
抜
、
社
会
人
特
別

選
抜
、
他
大
学
等
か
ら
の
推
薦

入
学
、
外
国
人
留
学
生
試
験

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
博
士
後

期
課
程
の
入
学
試
験
方
式
と
し

て
は
、
一
般
選
抜
、
社
会
人
特

別
選
抜
、
外
国
人
留
学
生
試
験

が
あ
り
ま
す
。
専
門
職
大
学
院

は
、
一
般
選
抜
の
み
と
な
り
ま

す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当

事
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
資
料
を
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

▼
理
学
研
究
科
：
理
学
事
務
課

　

☎
03
・５
２
２
８
・８
１
２
０

▼
工
学
研
究
科
：
工
学
事
務
課 

　

☎
03
・５
２
２
８
・８
１
２
４

▼
薬
学
研
究
科
：
薬
学
事
務
課

　

☎
04
・７
１
２
２
・９
１
０
３

▼ 

理
工
学
研
究
科
：
理
工
学
事

務
課

　

☎
04
・７
１
２
２
・９
１
４
２

▼ 

基
礎
工
学
研
究
科
：
基
礎
工

学
事
務
課

　

☎
04
・７
１
２
２
・９
１
４
３

▼ 

生
命
科
学
研
究
科
：
研
究
事

務
課

　

☎
04
・７
１
２
１
・
４
０
３
３

▼ 

経
営
学
研
究
科
：
久
喜
事
務

部
学
務
係

　

☎
04
８
０
・
２
１
・７
６
０
２

▼ 

専
門
職
大
学
院
：
専
門
職
大

学
院
事
務
室

　

・
総
合
科
学
技
術
経
営
専
攻

　

☎
03
・５
２
２
６
・３
６
０
０

　

・
知
的
財
産
戦
略
専
攻

　

☎
03
・５
２
２
７
・６
２
６
０



【
同
窓
生
】

◇
金
五
、八
五
六
、六
四
九
円

森
野　

義
男
様

（
累
計
金
七
一
、三
五
六
、六
四
九
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

菅
原　

俊
一
様

（
累
計
金
五
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

今
関　

惠
子
様

金
子　

榮
三
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
村　

和
夫
様

（
累
計
金
四
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

吉
田　

大
介
様　

匿
名　
　

一
名

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

伊
東
千
代
治
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
塚　

法
宏
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

富
田　

幸
雄
様

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

伊
藤　

二
郎
様

（
累
計
金
三
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

川
崎　

成
雄
様

小
林　

邦
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

笹
岡　

健
彦
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　

照
矢
様　

春
沢　

文
則
様

宮
崎　

禎
二
様　

森
井　

敏
雄
様

匿
名　
　

一
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

富
井　

圭
介
様

（
累
計
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
﨑　
　

悟
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

浅
野　
　

晃
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

上
野　

準
一
様

遠
藤　

了
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

太
田　

清
和
様　

金
井　

健
一
様

新
谷　
　

匠
様　

松
井　

辰
男
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

岩
井　

直
次
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

北
村　

哲
夫
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋　

修
司
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

樋
口　

治
夫
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

石
川　

道
夫
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
井　

恒
宏
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
藤　

竜
吾
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

河
野　

秀
昭
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

紺
屋　
　

進
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　
　

仁
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

関　
　

邦
彦
様

髙
田
耕
太
郎
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋　
　

宏
様　

高
原　
　

光
様

高
宮　

英
夫
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

正
志
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
野　

輝
美
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

星
野　

幸
也
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
川　

和
哉
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

五
十
嵐
一
男
様　

吉
川　

守
倬
様

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
田　

健
三
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

齊
藤　

充
司
様

【
教
職
員
】

◇
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
田　

正
泰
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

竹
内　
　

伸
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

渡
辺　

恒
夫
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

関
根　

慶
太
郎
様

（
累
計
金
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
崎　

育
弘
様　

匿
名　
　

一
名

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

藤
野　

仁
三
様

（
累
計
金
六
二
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円

山
田　

俊
彦
様

（
累
計
金
四
、〇
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡　
　

寛
様

（
累
計
金
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　
　

正
様

（
累
計
金
一
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
笠
原
英
穂
様

樽
谷　
　

修
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

常
盤　

文
克
様　

長
尾　

幸
徳
様

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

爲
我
井
哲
夫
様

（
累
計
金
六
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

青
木　

宏
樹
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

長
嶋　

泰
之
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
三
、〇
〇
〇
円

安
藤　

正
海
様

（
累
計
金
一
八
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

加
納　
　

誠
様

（
累
計
金
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉　

高
志
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

眞
田　

克
典
様

（
累
計
金
五
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
三
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　

速
男
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村　

哲
雄
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　

岩
男
様

（
累
計
金
三
七
三
、〇
〇
〇
円
）

本
山　

好
幸
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島　

博
文
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳
田　

昌
宏
様

（
累
計
金
三
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

浅
野　
　

比
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

柴
田　

裕
史
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　

克
彦
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
口　

正
弘
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

赤
上　
　

好
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

岩
崎　
　

等
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

茅
壁　

猛
幸
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村　

一
夫
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

中
谷　

安
男
様　

能
上　

慎
也
様

宮
島　
　

純
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

白
石　

幸
英
様

（
累
計
金
二
九
一
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
、〇
〇
〇
円

天
沼　

秀
夫
様

（
累
計
金
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

赤
澤　

豊
信
様

（
累
計
金
一
三
一
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤　

享
子
様

（
累
計
金
六
四
、〇
〇
〇
円
）

関
根　
　

広
様

（
累
計
金
一
二
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　

正
一
様

（
累
計
金
一
三
一
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

二
名

【
法
人
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
関
電
工
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

斎
久
工
業
株
式
会
社
様

（
累
計
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

関
東
化
学
株
式
会
社
様

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
イ
ト
ー
キ
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
株
式

会
社
様

（
累
計
金
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
栄
建
設
株
式
会
社
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
様

◇
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

太
陽
誘
電
株
式
会
社
様

株
式
会
社
フ
ロ
ロ
コ
ー
ト
様

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
様

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
株

式
会
社
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

丸
善
株
式
会
社
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

ホ
ー
チ
キ
株
式
会
社
様

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
宇
田
川
電
機
商
会
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

ト
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
つ
か
さ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

様【団
体
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
信
州
支
部
様

（
累
計
金
一
、九
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
匿
名　
　
一
名

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

木
生
会
（
臨
床
検
査
に
携
わ
る
卒

業
生
の
会
）
様

　
伊
藤　
昭
三
様

理
窓
会
群
馬
支
部
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

理
窓
会
栃
木
支
部
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金
（
‘06
年
会

員
一
同
）
様

（
累
計
金
七
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
今
井　
忠
雄
様　
北
林　
辰
哉
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

理
窓
山
岳
会
（
Ⅰ
部
体
育
局
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
会
）
様

（
累
計
金
一
四
九
、〇
〇
〇
円
）

　
髙
橋　
尚
志
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
一
、五
三
〇
、〇
〇
〇
円

個
人　

二
六
名

【
現
物
寄
付
】

森
野　

義
男
様

有
価
証
券（
株
券
）　

一
株

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈ 

（
一
一
四
名
）

一
八
、三
四
三
、六
四
九
円

﹇
法
人
﹈ 

（
一
九
社
）

五
二
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈ 

（
六
団
体
）

一
、三
三
三
、〇
〇
〇
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈ 

（
二
六
件
）

一
、五
三
〇
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
七
年
四
月
三
十

日
）

﹇
個
人
﹈ 

（
四
、〇
九
八
名
）

六
七
五
、二
六
五
、五
一
〇
円

﹇
法
人
﹈ 

（
二
三
九
社
）

六
七
六
、八
一
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈ 

（
一
八
九
団
体
）

三
〇
、六
二
四
、二
五
二
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈ 

（
九
五
〇
件
）

七
三
、六
九
八
、三
八
八
円

●
今
年
も
盛
大
に

東
京
理
科
大
学
が
創
設
さ

れ
て
、
今
年
で
百
二
十
六
年

を
迎
え
た
十
一
月
二
十
四
日

（
土
）、
昨
年
に
引
き
続
き
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
、
卒
業

生
十
五
万
人
の
た
め
の
学
園
祭

（
同
窓
会
）「
第
二
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
大
学
と

卒
業
生
の
絆
を
深
め
、
大
学
の

社
会
的
地
位
の
一
層
の
向
上
を

図
る
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
今

年
で
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
特
に
今
年
は
、
第
五
十
九

回
野
田
理
大
祭
の
開
催
期
間
中

に
開
催
し
ま
す
の
で
、
後
輩
で

あ
る
在
校
生
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

当
日
は
、
卒
業
五
十
年
招
待

祝
賀
会
も
開
催
し
、
昭
和
三
十

二
年
に
卒
業
さ
れ
た
方
々
を
招

待
し
て
、
懇
親
会
を
催
し
ま

す
。多

彩
な
催
し
を
企
画

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
記
念
講
演

会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
学
科

会
、
ク
ラ
ス
会
、
研
究
室
会

及
び
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
小
・

中
・
高
生
向
け
体
験
型
サ
イ
エ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
サ
イ

エ
ン
ス
夢
工
房
」
及
び
模
擬
店

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参

加
券
（
一
般
・
七
千
円
、
学

生
・
五
千
円
、
団
体
〈
三
十
人

以
上
〉
六
千
円
）
購
入
者
に
豪

華
賞
品
が
当
た
る
「
大
抽
選

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
卒

業
生
だ
け
で
は
な
く
、
在
校
生

や
家
族
、
近
隣
の
方
々
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
参
加
券
」
も
誰
で
も
購
入
で

き
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.
jp/

五
月
二
十
三
日（
水
）に
全

国
高
等
学
校
長
協
会
の
総
会
・

研
究
協
議
会
が
東
京
・
府
中
市

で
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、

神
楽
坂
校
舎
隣
接
の
ア
グ
ネ
ス

ホ
テ
ル
で
「
同
窓
高
等
学
校
長

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
全
国
の
同
窓
高
等

学
校
長
約
九
十
人
の
う
ち
十
八

人
が
出
席
。
本
学
か
ら
は
塚
本

理
事
長
、
竹
内
学
長
、
東
京
理

科
大
学
の
各
学
部
長
及
び
教
育

実
習
担
当
教
員

な
ど
の
ほ
か
、

東
京
理
科
大
学

教
育
会
関
係
者

も
同
席
し
た
。

開
催
に
あ
た

り
、
塚
本
理
事

長
か
ら
昨
年
創

立
百
二
十
五
周

年
を
迎
え
、
益

々
本
学
の
存
在

感
も
増
し
つ
つ

あ
る
こ
と
、
今

後
と
も
東
京
理
科
大
学
、
山
口

東
京
理
科
大
学
、
諏
訪
東
京
理

科
大
学
の
三
大
学
に
対
し
て
同

窓
高
等
学
校
長
の
暖
か
い
ご
支

援
を
賜
り
た
い
旨
挨
拶
が
あ
っ

た
。

竹
内
学
長
か
ら
は
、
東
京
理

科
大
学
の
伝
統
で
あ
る
教
員
養

成
を
強
化
す
べ
く
検
討
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
文
部
科
学
省

の
「
資
質
の
高
い
教
員
養
成
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
員
養
成
Ｇ

Ｐ
）」
に
本
学
の
「
理
数
教
員

養
成
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
同
窓
高
等
学
校
長

を
代
表
し
、
群
馬
県
立
太
田
女

子
高
等
学
校
の
辻
村
好
一
校
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
理
科
大
生

時
代
の
体
験
談
の
ほ
か
、
大
学

で
は
理
数
系
の
専
門
知
識
を
授

け
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
将

来
を
担
う
子
供
達
に
対
し
て
熱

い
心
を
持
つ
教
員
を
養
成
し
て

欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
同
ホ
テ
ル
に
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。
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創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今

回
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
ま
で
に
お
振
込
み

い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理理

窓窓

会会
だ
よ
り

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

11
／
24
第
２
回
を
開
催

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂1 -3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【FAX

】 03 -3260 -5823 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

同窓高等学校長懇談会開く

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm
in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
吉田　光範 工研・経営・修１ Student Paper Award 国際会議NCSP’07（2007 International Workshop 

on Nonlinear Circuits and Signal Processing） RSS Filtering Based on Bookmark Information ３月５日

佐藤　貴命 理工研・経営・修２ 学生奨励賞 情報処理学会・第69回全国大会 モデル植物購買履歴に基づく遺伝子選択支援システム ３月６日

柴山　直之 理工研・工化・修２ 学生ポスター優秀賞 電気化学会・第74回大会 増感色素βジケトナートターピリジンRu錯体のフッ素置換が電池特性に及ぼす影響 ３月30日

宇野　喜徳
小倉　陽子
長田　智裕

MOT・修２

同

同

「エピソード７」ジャパン
アワード第１位 ロレアルe戦略チャレンジ ロレアルグループが世界中の学生向けに提供するオンラインビジネスシミュ

レーションゲームにおいて、日本１位を獲得 ４月26日

鈴木　史継
加賀美智子

工研・電気・修２

工１・電気・４年
第９回LSI IPデザイン・
アワード研究助成賞 LSI IPデザイン・アワード運営委員会 広ダイナミックレンジ撮像とコントラスト保存階調圧縮を実現するイメージセ

ンサ ４月26日

山崎　将志 理工研・土木・修２ 優秀論文発表賞 ㈳日本リモートセンシング学会・第40回春季学
術講演会 錯視を誘発する衛星画像判読支援動画の提案 ５月10日

萩原　真弓 理研・化学・修１ 若手講演賞 第53回有機合成化学協会関東支部シンポジウム ビニルスルホキシドのSml2による環化反応 ５月12日

下平　祥貴 理研・化学・博３ BCSJ Award Article 日本化学会 Investigations of Electronic Structures and Photocatalytic Activities under 
Visible Light Irradiation of Lead Molybdate Replaced with Chromium（VI） ５月14日

松村友香里 理研・化学・修１ ポスター最優秀賞 Symposium on Molecular Chirality 2007（MC2007）炭素同位体置換キラル化合物を不斉開始剤とする不斉自己触媒反応 ５月16日

恩田　雄介
牛山　久也

理研・化学・修１

理研・化学・修２
ポスター優秀賞 Symposium on Molecular Chirality 2007（MC2007）置換安息香酸無水物を脱水剤として用いるラセミ第２級アルコールの速度論的光学分割 ５月16日

伊藤　貴彦
岡野　　翼
荒武　誠武

工研・工化・修２

同

工研・工化・博２
ポスター優秀賞 Symposium on Molecular Chirality 2007（MC2007）有機触媒を用いた水存在下における不斉触媒あるアルドール反応 ５月16日

齊藤　芳信 工研・工化・修２ ポスター賞（シルバー賞） The 11th Korea-Japan Symposium on Catalysis Studies on Oxygen Reduction Electrode Properties of Pyrochlores Ln2Ru2O7-δ（Ln=Pr,Nd,Sm） ５月23日

安部裕喜子 理工研・機械・修２ 優秀プレゼンテーション賞 ㈳日本伝熱学会主催第44回日本伝熱シンポジウム HZ液柱内温度差マランゴニ対流における動的粒子集合現象（体積比による表面
温度変化の影響） ５月24日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平19・３月～５月）

挨拶する辻村好一・群馬県立太田女子高等学校長



神
奈
川
県
の
逗
子
で
、
最
も
古
い
教

会
は
逗
子
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
、
大
正
二

年
に
で
き
た
。
関
東
大
震
災
（
同
十
四

年
）
で
全
壊
し
た
が
、
す
ぐ
再
建
さ

れ
、
そ
の
昔
の
ま
ま
の
礼
拝
堂
に
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
曜
日

に
六
十
人
の
信
者
が
礼
拝
に
集
う
。
こ

の
瀟
洒
な
教
会
の
牧
師
、
入
江
修
さ
ん

は
東
京
理
科
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
思
い
よ
り
、

人
間
へ
の
思
い
が
ま
さ
っ
て
、
こ
の
道

を
選
ん
だ
。

少
年
の
頃
か
ら
数
学
が
好
き
で
得
意

だ
っ
た
が
、
高
校
で
一
段
と
好
き
に
な

る
。
理
由
は
先
生
に
あ
っ
た
。
様
々
な

問
題
を
探
し
て
き
て
は
、自
分
で
解
き
、

生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

た
。
教
科
書
の
押
し
売
り
で
は
な
く
、

心
が
こ
も
っ
て
い
た
。
数
学
の
面
白
さ

を
教
わ
っ
た
。
迷
う
こ
と
な
く
大
学
で

数
学
を
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た
。

大
学
実
習
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
１
１
３
０
が

使
わ
れ
始
め
た
頃
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
時
代
の
本
格
幕
開
け
期
だ
っ
た
。
こ

の
方
面
の
就
職
を
考
え
た
が
、
気
持

ち
が
そ
ち
ら
に
向
か
わ
な
か
っ

た
。両

親
は
信
者
で
、
幼
少
時
か

ら
日
曜
学
校
に
通
っ
て
い
た
。

学
生
時
代
に
は
聖
公
会
横
浜
教

区
の
青
年
会
に
深
く
か
か
わ

り
、
夏
は
老
人
ホ
ー
ム
、
ま
た

重
度
心
身
障
害
児
の
施
設
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。
冬

も
Ｘ
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や

り
、
職
員
の
正
月
休
み
の
代
役
も
務
め

た
。
こ
こ
で
体
が
不
自
由
で
何
か
が
で

き
る
状
態
で
な
い
人
か
ら
、
人
生
の
経

験
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ら
い
、
逆
に

自
分
が
彼
ら
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
が
今
の

入
江
さ
ん
に
つ
な
が
る
。

好
き
で
や
っ
て
き
た
数
学
を
、
大
学

生
ま
で
ず
っ
と
や
れ
た
満
足
感
が
あ
っ

た
。
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
卒

業
と
共
に
三
年
間
、神
学
校
に
学
ん
だ
。

神
学
、
そ
れ
に
「
召
命
」
と
い
っ
て
、

神
の
呼
び
掛
け
に
自
分
を
見
詰
め
、
問

う
と
い
っ
た
、
寮
生
活
を
送
っ
た
。

信
仰
と
数
学
は
似
た
所
が
あ
る
と
い

う
。
数
学
の
数
の
無
限
大
の
広
が
り
、

ま
た
割
り
き
れ
な
い
小
数
点
以
下
の
世

界
。
人
間
の
知
恵
を
超
越
し
て
数
は
存

在
す
る
。
神
も
自
分
達
が
理
解
で
き
る

範
囲
か
ら
、さ
ら
に
そ
れ
を
超
越
す
る
。

数
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
人
間
の
限
界

が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
を
謙
虚
に
知
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
信
仰
も
ま
た
神

の
非
合
理
性
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
人

間
の
限
界
を
知
り
、
そ
れ
を
超
越
し
た

と
こ
ろ
に
神
の
存
在
、
信
仰
が

あ
る
。

神
と
数
学
で
は
分
野
が
大
違

い
と
人
は
い
う
が
、
入
江
さ
ん

は
矛
盾
を
感
じ
て
い
な
い
。
聖

書
の
話
な
ど
、
数
学
的
な
ま
と

め
方
で
信
者
に
説
明
し
て
い

る
。
大
学
で
の
授
業
が
、
牧
師

の
日
々
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
の
だ
。 　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

五
月
十
七
日
・
二
十
四
日
の

二
日
間
、
今
年
第
一
回
目
の
キ

ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
毎

年
、
学
生
及
び
教
職
員
が
キ
ャ

ン
パ
ス
内
外
の
清
掃
活
動
を
行

う
イ
ベ
ン
ト
で
、
本
学
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
も
あ
る
。

今
年
の
参
加
者
は
、
全
員
エ

コ
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着
用

し
、
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
や
通
学
路
を
隈
な
く

探
索
し
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
や
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
ゴ

ミ
を
次
々
と
拾
い
集
め
た
。
環

境
意
識
を
啓
発
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の

取
り
組
み
が
、
徐
々
に
学
生
間

に
も
浸
透
し
、
学
内
で
は
以
前

よ
り
も
格
段
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
が
減
り
、
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
大
学
周
辺
で

は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
ゴ
ミ
が

散
見
さ
れ
た
。

ま
た
、
休
日
の
五
月
二
十
七

日
に
は
、㈳
「
小
さ
な
親
切
運

動
」小
野
田
支
部
に
よ
る
日
本

列
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
（
参
加

者
七
十
団
体
・
六
百
人
）が
、大

学
近
郊
に
あ
る
焼
野
海
岸
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。本
学
か
ら

は
三
十
人
の
学
生
が
参
加
し
、

地
域
住
民
と
と
も
に
草
刈
や
ゴ

ミ
回
収
を
行
い
、
海
岸
周
辺
の

美
化
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

五
月
十
九
日
に
本
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
市
民
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」（
入

門
編
）
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

当
日
は
、
六
十
代
以
上
の
方
々

が
七
割
以
上
を
占
め
、
当
初
の

定
員
を
大
幅
に
上
回
る
七
十
二

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

三
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回
目

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
キ
ー
ボ
ー
ド

の
基
本
操
作
、
タ
イ
ピ
ン
グ
練

習
が
主
な
内
容
。
本
学
の
教
員

三
人
、
学
生
Ｔ
Ａ
六
人
が
講
師

を
務
め
、
参
加
者
全
員
の
指
導

に
あ
た
っ
た
。

受
講
者
た
ち
は
初
め
て
触
れ

る
パ
ソ
コ
ン
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
画
面
を
見
つ
め
る
眼
差
し

は
、
真
剣
そ
の
も
の
。
講
師
の

説
明
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
質
問
す
る
光

景
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
六
月
二
日
に
は
同
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
講
座
」（
三
回
シ
リ
ー

ズ
）
―
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
―
を
開
催
し

た
。
こ
ち
ら
の
講
座
も
応
募
が

殺
到
し
、
定
員
を
超
過
す
る
人

気
ぶ
り
で
、
当
日
は
七
十
人
を

超
す
受
講
者
が
い
た
。

最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
を
反
映

し
て
か
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
が

参
加
し
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る

姿
も
見
ら
れ
た
。
受
講
者
た
ち

は
、
健
康
で
若
さ
を
保
つ
秘
訣

を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
度
坊
っ
ち
ゃ
ん

杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ク
ラ
ブ
部

長
会
主
催
）
は
五
月
十
九
日
、

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
五

種
目
を
実
施
し
た
。
学
生
、
教

職
員
で
作
る
四
十
六
チ
ー
ム
二

百
六
十
一
人
の
学
生
、
教
職
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
参
加
者

間
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
恒
例

行
事
。
実
施
し
た
の
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
＝
写
真
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
テ
ニ
ス
の
五
種
目
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
種
目
の
学
生
団
体
が

審
判
や
試
合
の
運
営
を
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
優
勝
し
た

チ
ー
ム
に
は
、
東
京
理
科
大
学

創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
作
成
し
た「
坊
っ
ち
ゃ
ん
杯
」

が
贈
呈
さ
れ
る
。

実
施
日
の
早
朝
ま
で
雨
が
降

り
続
き
、
屋
外
種
目
の
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、
開
始
時
刻
に

は
晴
天
と
な
り
、
気
温
も
あ
ま

り
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ

た
。
参
加
者
は
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発
揮
、
ス
ポ
ー
ツ
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
た
。

平
成
十
五
年
度
に
始
ま
っ
た

上
川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
的
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
か
ら
諏

訪
湖
に
注
ぐ
上
川
の
清
流
を
守

ろ
う
と
、
上
川
の
両
岸
を
企
業

や
各
団
体
で
分
担
し
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
を
し
て
川
に
親
し
み
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
。
本
学
も

毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、
四
月

十
五
日（
日
）に
「
平
成
十
九
年

度
第
一
回
上
川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
、
過
去

最
高
の
学
生
・
教
職
員
四
十
六

人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

こ
れ
は
、
本
学
が
昨
年
行
っ

た
「
環
境
宣
言
」
を
受
け
、
四

月
の
各
学
年
の
修
学
ガ
イ
ダ
ン

ス
等
で
趣
旨
説
明
し
、
参
加
を

積
極
的
に
呼
び
か
け
て
実
っ
た

も
の
。
当
日
は
現
地
ま
で
の
約

一
キ
ロ
の
道
路
脇
の
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
行
き
、
川
岸
で
は
川

上
と
川
下
に
分
か
れ
、
約
一
時

間
か
け
て
回
収
し
た
ゴ
ミ
は
可

燃
ゴ
ミ
百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

不
燃
ゴ
ミ
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
に
相
当
す

る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
環
境
マ
イ
ン
ド
を
高

め
、
大
学
を
挙
げ
て
、
現
在
政

府
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本

部
で
推
進
し
て
い
る
地
球
温
暖

化
防
止
国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
六
％
」
活
動
に
積
極

的
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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「信仰と数学は似ています」
数学専攻から牧師になった 入江　　修さん

　★略歴（いりえ・おさむ）昭和31年横
浜市出身、54年理学部第一部応用数学科
（現数理情報科学科）卒、57年日本聖公会
神学院卒。60年に司祭に叙任、平成15年
から逗子聖ペテロ教会牧師を務める。

2007 年（平成 19年）　７月９日（月）（ 6 ）
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大
会

盛況！パソコン教室と健康講座清流・上川を守る活動に参加

諏訪東京理科大学2007
夏のオープンキャンパス

特集企画：在校生が諏訪東京理科大学を語る！

●入試概要説明　●就職概要説明　●模擬
講義・実験　●体験講座　●研究室公開
●キャンパスツアー　●サークル活動紹介　他

﹇
内　
容
﹈

☆長野・上田・飯田・甲府・茅野から無料送迎バス運行（予約不要）
　詳細はHPでご確認ください

～「信州諏訪の地で実践力を育む大学」
　　　　　　　その魅力を体験しよう！～

７月29日（日）11：00～16：00（入退場自由）
　　　　　　　＊テーマ　～実践力を語る！～
９月８日（土）11：00～16：00（入退場自由）
　　　　　　　＊テーマ　～信州諏訪を語る！～
９月29日（土）11：00～16：00（入退場自由）
　　　　　　　＊テーマ　～就職を語る！～

山口東京理科大学

オープンキャンパス2007
  最先端技術を見て、触れて、体験しよう！

［日時］８月５日（日）11：00～16：00
◇学科・入試説明会　◇研究室＆施設見学

◇サイエンスフェア　◇個別相談会

◇東京理科大学特別相談会　他

﹇
内　

容
﹈
＊当日は、博多・小倉・久留米・下関・徳山・新山口・岩
国・萩・長門・広島より無料送迎バス（要予約）を運行
＊詳細はホームページでご確認ください
　URL：http://www.yama.tus.ac.jp/

お問い合わせ先：0836-88-3500
＊次回オープンキャンパスは、10月６日（土）開催！
橋本五郎・読売新聞特別編集委員の講演会を併催


